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ドイツ語の数詞について
－「21」のような端数のある数を中心に－
沢宏和里job，
0．序
「数詞」の読み方に関しては各言語においてその特異性が見受けられ
るが， ドイツ語も決して例外とは言えない． ドイツ語の場合， それは差
し詰め「21」のような端数のある数であろう．筆者は以前学生から，な
ぜドイツ語では21を"einundzwanzig"｢1と20」というように日本語･英
語式の発想からすれば全く逆に読むのか， という質問を受け，返答に窮
した経験力ざある．
このような「なぜ」という学問の根底にある問いに答えることは，一
方では一語学教師としての重要な責務であり， このことを通じて，その
学生がドイツ語に興味を持つということも期待される．
他方，一研究者の立場からすれば， この問題はドイツ語を外国語とし
て学ぶ者であるからこそ思いつく興味深いテーマのように思われる．な
ぜなら，数詞に関してもかなり詳しく記述している文法書でさえ， この
ような端数のある数に関してはほとんど触れられていないからであ
る1．つまり，その数詞が変化するのか否か，変化するとすれば， どうい
う変化をするのか， という形態論に関することに記述の中心力欝置かれ，
この問題についてはほとんど考慮されていないからである．
そこで本稿では，通時的・共時的見地からこの問題を考えてみたい．
1．サンスクリット・ギリシャ語・ラテン語
先ず最初に，サンスクリット及び古典語から考察の歩を進める．サン
スクリットでは， 11， 12，13をそれぞれ次のように表す．
ekadaga(n)-(e順一1．daga(n)-10)
dvad。 (dvg-2．d｡10)
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trayod｡(trayo-3･d｡10)
2(dvi-),3(tri-)及び8(asta(n)-)は,10,20,30の前ではそれぞれdva-,
trayas-,aSta-となり,80の前ではdvi-,tri-,aSta-となる．40から70,及
び90の前ではいずれの形を用いてもよい．例えば,trayon｡/trin｡93
(n｡=navati-90).
また, d｡=daga(n)-10,｡=navati-90のように十の桁を略す言い方
は, 10から90にまで適用される．
21， 22， 23は次のように表す．
ekavimgati-(eka-1・vi巾息ati-20)
dvav｡(dv3-2･v｡20)
trayov｡(trayo-3・v｡20)
つまり，サンスクリットでは現代ドイツ語のdreizehn,vierzehn…,現
代英語のthirteen,fourteen…のような「一の桁・十の桁」という表現が，
99にまで及んでいる．
また,ekonavimgati-(eko-<eka-1・na引く。vimgati-20:20-1=
19） というように引き算を用いることもあり， この表現法は29,39等に
も用いられる． さらに27を表すのにtryﾛ"atrimgat-(30-3=27)という
こともできる．
100から200,200から300等の中間数を表すのに通常adhika-｢プラス」
を用いる．例えば, 101:ek〃〃蔬αmgatam/ekm加加§atam(1+100).
いずれにせよ，サンスクリットにおける数の表現方法は相当に自由で
ある2．
ギリシャ語では3， 21を表すのに，次の3種類の方法がある．
1.eiFJ"rZE"oOOL(y)(1+20)
2． E"oozJ"rZeir（20＋1）
3． E減Ca〃eiF (20．1)
ラテン語では， 21をpnusetvigintI(1+20)あるいはvIgintInnus(20･
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1） と表現する．ただし， 100以上の数では，次のように「大きい数十小
さい数」の順序で, etはあったりなかったりする．
triamllia(et)trecenti(et)trigintatresmllitEs=3333Soldaten4.
また， 18のduo-dg-vlgintI,19のnn-de-vIgintiはそれぞれ20(vlgintl)
から (de)2 (duo),または1(nn-)を引くという意味である．なおVi-
gintI(20)は(2×10),tri-ginta(30)は(3×10)のことである5･
以上の考察から，ギリシャ語・ラテン語といういわゆる古典語の時代
に既に，現代ドイツ語式の数え方が存在していたことが分かる．言い換
えれば，この数え方が特に珍しいという訳ではなく6， ドイツ語は既存の
この数え方を受け継いでいるに過ぎないのである．
そこで今後は， このことを手掛かりとして，他のケルマン系・スラブ
系の諸言語も可能な限り視野に入れ，前述の疑問に対するより具体的な
解答を模索したい． その際， さまざまな数え方力:併存する中で， 1） ド
イツ語ではおよそいつの時代からこの数え方が主流となったのか， 2）
なぜundを挿入するのか，という問題に焦点を絞って考察を進めること
にする．
なお， 11と12は現代英語をも含めてケルマン系諸言語に共通の数詞で
あり（ゴート語ainlif,twalif,古高ドイツ語einlif,zwelif),もともと｢1
余り， 2余り」というふうに， 10まで数えてその余りを表現するものなの
である （浜崎1987年106ページ).また，サンスクリットのところで
既に言及した力：，現代英語のthirteen,fourteen…,現代ドイツ語のdrei-
zehn,vierzehn…などの13から19までの数も,andやundを用いてはいな
いものの，一の桁を十の桁より先に読んでいる． もっとも，ギリシャ語
ではここでも以下のようにJrcYZ(und)を用いて表現する．
zpELo7"YZ従苑α(13),&""Eα死αZ従苑α(19)
2．古ケルマン語
先ず， ゴート語から考察を始めたい． ゴート語聖書では数詞の記録例
が比較的少なく， しかもたいていは次のように文字ｶ数詞の機能も兼ね
ている7．
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a b g d e q z h ll i k l mn j u
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10203040506070
P (II) r s t w f x Iu o (1i)
80 90 100 200 300 400 500 600 700 800 900
＊ただし, 90と900を表す文字は，専ら数詞としてのみ用いられる．
従って，端数のある数力雰どう数えられたか， その実状を知るのは困難
と思われる．ただし,以下のようにjah(und)を用いている場合もある(強
調は筆者による．以下すべて同様)．
jereα〃""彪加""jMJM"0"(Luk.2,37)84歳
〃〃"彪加"""〃〃〃〃(Luk.15,4)99
〃〃"彪加"6Mz〃。〃。(Neh.7,21)98
上例の如く， 80＋4というように現代ドイツ語式の読み方からすれば，
逆の方法を採っている場合力ざほとんどである力雰，以下のような例も見ら
れる．
．e・”〃・玲・daga(Neh.6,15)25日(5+20)
従って， ゴート語では，少なくとも現代ドイツ語式と類似した数え方
は存在していた， と言えよう．
次に，古ザクセン語の場合である．古ザクセン語でも21以上の数詞の
記録例は極めて少なく，筆者が『ヘーリアント』及び『創世紀』 （共に830
年頃成立）において確認できたのは，伽γg"〃α"〃〃わ〃uuintro(Hel.
513f.)<84年間＞のわずか1例である．
ホルトハウゼンは8,21等の合成語の数字は新高ドイツ語と同じように
して形成されるとし， この箇所の他に次の2例を挙げている．
此”伽〃/〃"jbルh6nero,,34Hiihner"
α"た伽叱α〃"‘ﾉ電mudde,,88Miitte"
また，ガレーの文法書にも同様の記述があるので9，古ザクセン語でも
現代ドイツ語式の数え方は存在していたと考えてよいであろう．
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さて，次に古高ドイツ語の場合である．ブラウネ／エガースによれ
ば'0，端数のある数は"und"を用いて形成され，大きい方の数は先行して
も，後行しても構わないという． さらに両氏は，古高ドイツ語では引き
算や掛け算も時折現れることを指摘している．
そこで， これらのことを検証するために， 「オットフリート」 (870年頃
成立）及び「タツィアーン」 （830年頃成立）から引用する．
先ず， 「オットフリート」からの引用である．
1．〃z潅囎伽〃s肋s"(II.11,38)46
2． ”α"g〃z"〃2…therojaro伽瀝囎(III.4,17)38年
3．〃"〃s〃〃0〃s伽"i(I.3,36)77
4．肋γ"S/""わ〃/"宮囎…0"〃娩河(V.13,19f.)153
5． 〃伽〃賊"tzito,sMszzg(II.4,3f.)960時間
l.では40+6という言い方をしている(intiはundに相当する).
2．では38を40－2と引き算で表現している．ケレによれば'',,wang-
ta"("wenken"の過去形)はここでは非人称的な用法で，与格の事物と共
に用いられ， 「～が欠けている，不足している」という意味であるという．
この箇所では, "zuein"(2)が,,zwene$@の中性与格形になっている
(Braune/Eggersl987,S､231)．なお，この箇所のラテン語は次のよう
に30+8と表現している．
j惚加maocjoannos(Joh､5,5)38年(Kellel963,S､671)
3．は掛け算を用いている．このテキストでは,,stunton$@と表記されて
いるが，ケレの辞書には,,stunt6nG@という形で,,stuntad:の項にこの箇所が
記載されているので, ,,stunton4(=,,stunt6nC@と考えてよいであろう．同
氏によれば, ,,stunt6nl:は,,stunta4@の複数与格形であり，本来は,,Stun-
de"の意であるが，数詞と共に用いられると転義的に「掛ける」,,mal@@を
意味するという．従って， 11×7＝77となる(Ibid.,S.562f.).
4．は3．の表現をさらに複雑にした言い方である．ouhはここでは
undと考えて良いであろう．従って,3×50+3=153となる．ラテン語で
は，“"〃〃9"伽9"z噌加〃/γeS(Joh.21,11)(Ibid.,S､563)と「100．50･
3」の如く表現されている．つまり， ラテン語は日本語･現代英語式の言
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い方をしているのに対し， 「オットフリート」では， より複雑な表現にな
っている．
5．は本稿で考察の対象とする端数のある数とは言い難いが,念のため
言及しておく． 「オットフリート」では960時間と表現されているが，ラ
テン語では以下のように40日間と表現されている．つまり，「オットフリ
ート」では1日を24時間として言い換えているのである(Ibid.,S.287).
9"α‘加卿"畝diebuset9"6z6加哩"〃noctibus(Mat.4,2)
40日間昼も夜も
さて，次は「タツィアーン」からの引用である．参考のため， 当該の
ラテン語も併記する．
6.unzan伽〃伽〃α〃〃z"giaro(7,9)
usqueadannosoc""加如9"α伽07(Luk.2,37)84歳まで
7.anderez"g"e伽〃sめ""z"g(67,1)
alios･LXX刀･(Luk.10,1)ほかの72人
8.thiez"e"g"〃s勉""z"(67,3)
s"如昭加〃"0(Luk.10,17)2人
9． @MzOg伽〃α"加iar(88,2)
ノ7惣#"mocjOannos(Joh.5,5)38年間
10.〃〃〃"〃〃j""zQg(96,2)
〃0"昭加""02ﾉg"2(Mat.18,12)99
11． 〃〃"〃"〃”""z"grehte(96,6)
〃oMgj"〃〃o"e"ziustos(Luk.15,7)99人の義人
12． zg〃"z昭加〃万"/宮囎加〃肋γ"(237,3)
“"如加9"加伽昭加彪鰄6"s'2(Joh.21,11)153
6．， 7．， 8．， 10・及び11.では現代ドイツ語式の数え方になっている．
これに対し9.では30+8というように，逆となっている.12 では153を
「100+50+3」と表現している．現代語では,JlundertdreiundfUnfzig"と
いうが, "zehenzug"(hundert)の後にも,,inti"(und)を挿入している点が
興味深い．
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ここで， 「オットフリート」と「タツィアーン」に共通する数を基に，
両者の表現方法を比較しておきたい．
2． ”α囎如z"@伽…therojaro如演咽(Otf.III.4,17)
9． 〃戒M加〃α"加iar (Tat､88,2)38年
38という数を表すのに，「オットフリート」では引き算（40-2)，「タ
ツィアーン」では足し算（30＋8）を用いている．
4．幼加s〃"われﾉｩ"/意囎…0"〃的7'f(Otf.V.13,19f.)
12.ze舵"z囎加〃だ城昭加〃肋γ"(Tat.237,3)15
153を表すのに，前者は3×50+3,後者は100+50+3という言い方をし
ている．既に述べたように， ラテン語では「100．50．3」とII本語・現
代英語式の方法を採っている． この当時は，現在に比べ大きな数字を表
現する必要が少なかったことは想像に難くない力叡,「掛ける｣"stunton"J<'
「足す｣,,intil$をその都度付け加えている点が興味深い．この点に関して
は後述する．
以上の考察から，次のこと力ざ言えよう． 「タッィアーン｣ではもう既に
現代ドイツ語式の数え方が定着しつつあるように思われる．他方，同時
代を代表するもう一つの作品である「オットフリート」には，掛け算，
引き算，迂言的表現(40日間を960時間と表現)等，さまざまな表現法が
散見される．
従って，古高ドイツ語の時代にはギリシャ語やラテン語等において見
られたさまざまな数え方がまだ根強く受け継がれ， しかもそれらが併存
しており，現代ドイツ語式の数え方もまだそのうちの一つに過ぎなかっ
たのである．
3．中高ドイツ語
さて，次に中高ドイツ語の数詞を考察する．先ずは， 「ニーベルンケン
の歌」 (1200年頃成立）からの引用である．
1． z"g加況"‘α戒"ftirsten(266)32人の王侯
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’
sebs〃〃α"zecturne(404)86の塔
se/is〃噸α"zecwip(525)86名の婦人
mit""γ況加zz(ﾉei"zecrecken(542)24人の武士を伴って
"22γ〃〃z"g/"zecbouge(558)24個の腕輪
sMs〃"＃α"zecvrouwen(572)86名の婦人
〃"/倉“〃"〃zﾉj"e(573)54(人）
z”6〃"‘泓戒ecmeide(700)32名の侍女
mit伽加〃"Jzﾉj"zecmeiden(833)43人の乙女と共に
z加勿’〃"j〃たecman(877)32名の武士
"igγ〃〃zz(ﾉe"zecruore(941)24匹の猟犬
◆
in"/gγ〃〃z”ei"zectagen(1159)24日の後に
"29γ〃""zz"gi"zecfiirsten(1342)24人の侯伯
"29γ〃""zz{)g/"zecrecken(1409)24人の武士
se"s況加α戒gcmagede(1664)36人の乙女
inzz(jg/〃〃"dzz"ei"zecstUrmen(1796)22回の戦いで
??????????????????????????????
「ニーベルンゲン」では，随所に端数を用いた箇所力ざ散見されるが，
7．を除きその他はすべて現代ドイツ語式である.続いて｢クードルーン」
(1240年頃成立）からの引用である．
1． 〃たγ〃"Jse"ziCmeiden(36)64人の侍女たち
2.tage"jgγ〃"αz"""ziC(108)24日の間
3． 2ﾉ"γ〃"‘zz"ei"z"recken(183)24人の騎士
4．mitsterkese"s"""z”α"ziCmannen(254)26人力
5． zesebs〃"αα戒jctagen(286)36日の間
6． 〃29γ〃"αzz(/ei"zicman(305)24人の若者たち
7． z"6"""se/@zicvrouwen(801)62名の侍女たち
8.z加勿g〃""zz"e"ziCkocken(1072)22艘の高舷船
9.inse"s〃"〃z"e/"zictagen(1081)26日後に
10． 2ﾉ"γ〃""z"e"z"kocken(1121)24艘の高舷船
11． se/is""dzz"e/"zicmile(1135)26マイル
12． 6〃〃""se/iz/c(1300)63(人）
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se"s""dzz"e/"ziCmannekraft(1469) 26人力
● ●
mit""〃"‘〃戒たmeiden(1507)33人の侍女
z2""e"""se"ziCdegene(1540)62人の騎士
se/is"""zz""@ziCbiirge(1547)26の城
mitzﾉ"γ〃"’zz"""zicvrouwen(1656)24人の侍女たちと共に
?????????????
「クードルーン」では，筆者が調べた限りすべて現代ドイツ語式が採
られている．先の「ニーベルンゲン」においてもほぼ同様のこと力:言え
るので，中高ドイツ語の時代には， この数え方がほぼ定着したと言える
のではないだろうか．
しかしながら,例えばパウルによれば'3，1の位と10の位を結ぶundが
時折欠けること力：あったり，宮廷文学では見られないが，特にバイエル
ン方言では引き算も見受けられるという．またマウサーによれば'4,古高
ドイツ語と同様，中高ドイツ語においても掛け算が用いられるという．
記述の通り，厳密な年代を特定することカゴ本稿の主眼ではないので，
次章でこれ以降の文献を検証した上で判断したい．
なお，中低ドイツ語(Mittelniederdeutsch)においても，一般に｢21｣は
enundetwintich(unde=und)と表される．また，融合して§nuntwintich
となったり, undeがさらに弱化してenentwintichとなることもある15.
4．後期中高ドイツ語から初期新高ドイツ語まで
この章では， フォルツが編集した『後期中高ドイツ語から初期新高ド
イツ語へjから引用する． この本は， さまざまな時代や方言地域から選
び出された同種の初期新高ドイツ語のテキストを比較・分析するために
編まれたものである． この目的を遂げるために， 14世紀から16世紀まで
の間に書かれた六つの聖書(旧約「ダニエル書｣)'6ｶぎ選ばれ，それらはほ
ぼすべての主要な高地ドイツ語の方言地域を網羅している．なお， それ
ぞれの聖書の成立年代及び方言地域は以下の通りである．
C=約1350年，東中部ドイツ語M=1466年，低地アレマン方言
W=1527年，西中部ドイツ語Z=1529年，高地アレマン方言
L=1530年，東中部ドイツ語E=1537年，シユヴァーベン方言
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l. (Dan.5,31)
Cz2"〃〃"asec"ziCiaraldirs
Wza(/ayzﾉ"ぬ“"た垣jarenalt
Lzz"eyzﾉ"asec"zZiaralt
M･跣ガ･iar
Zza(/gy""dsec〃友をjarenalt
Ez2""〃"asgc"た垣jar62歳
2.(Dan.9,25)
Czz"〃〃""sec"z/cwochen
Wなガ.wuchen
Lzz"gy〃"asec"zgwochen
M･此ガ･wochen
Zz"0〃"as“"虎をwuchen
Ez"Oz)""s〃た湾wochen62週
3.(Dan.10,4)
Candeme2ﾉ”γ2ﾉ"z”g"zお花〃tagedeserstenmanden
Wam"ie7'zﾉ"αz"〃"た邨彪〃tagdeserstenmonats
Limzﾉzgγ〃"αz”g"z悠彪〃tagedeserstenmonden
Mandem・獅吻・tagedeserstenmonedes
Zam"ieγ〃"azz"g"た垣EsMztagdeserstenmonats
Eam〃たγzﾉ"dzz"α加彪怒彪〃tagdeserstenmonat
l月24日に
4.(Dan.10,13)
Cg伽""zz"e"zictage
Way"""成加Gy"だ葱tag
Le"〃"αzz"2"zZtage
M･”・tage
Ze伽〃"dzz"e"虎をtag
Ea伽s〃""zz"α〃た垣tag21日間
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5． (Dan.12,12)
C〃s"〃αγi〃"〃γｵ""‘〃z""/を""""γis"tage
WjZz"se"jα鰯加"〃γ#zﾉ"α〃〃ｾﾉ"〃〃たsgtag
LIMse"//6加肋""〃γすり"〃ん"がり"ば‘加iSs"tage
Mm"se"た"6加y〃"昨γ＃どれ･“〃"･tagen
Zオ"sg"αα〃〃"〃〃zﾉ"α〃"がり""d@"ss"tag
EIMse"tag/cJ7"〃"〃〃〃"〃〃"〃""z@()α〃た垣1335日
3．は序数の例であるが，基数と同様の数え方力ざされている．
M版では， ローマ数字が使用されているので，実際にどう読まれたか
は判断できないが， その他の版では綴りこそ現代語とは違うものの，ほ
ぼこの時代までには現代ドイツ語式の読み方が定着していた， と言えよ
う．
なお， 5．E版では，最後の,,zwaintzig!#は明らかに30の誤りであろう．
さて， ここで本稿の一つ目の課題である「およそいつの時代からドイ
ツ語では1と20式の数え方が定着したのか」という問題を考えてみたい．
中高ドイツ語における数詞を考察した際， この数え方力ざほぼこの時代
に定着したと断定するのを一時保留した． しかしながら, C版の成立は
約1350年であり，この時期は一般に中高ドイツ語から初期新高ドイツ語
への過渡期と考えられる17.しかもC版はドイツ騎士団の公用語である
東中部ドイツ語(Ostmitteldeutsch)で書かれ，ルター聖書成立以前では
最高のものに数えられている (Volzl963,S.X.).
以上を考慮すれば， この数え方は少なくとも中高ドイツ語の時代が終
わる14世紀中葉までには，定着していたと言えるのではなかろうか．
5． 〃"αの挿入
さて，ここで本稿の二つ目の課題である〃"‘の挿入について考えてみ
たい．
サンスクリットでは, 102をdvigatam(dvi-=2,gata-=100)という
時は200と混同を起こすｶぎ,adhika-(und)の使用によってこの混乱を避
けることができる．古くはアクセントによって両者を区別していた．つ
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まり, dvigatam=102,dvigatam=200(辻1974年83ページ).
シチェメレニー(Szemerenyi)は古英語の70(hundseofonti3)につい
て，以下のように述べている （強調は筆者による)．
「仮に*sefontahundｶぎ,*sefonta-hundとして解釈されると,*se-
fontaそれ自体70を表すには十分であるので,*sefontahundは70ではな
く, ,,70hundred3(筆者注:70×100=7000)と理解される恐れがある．
他方,hundがその表現の最初に置かれれば，このような誤解は起こり得
ないであろう． というのは，以下のように表されるのが基準となるであ
ろうから．つまり, hundα"〃seofonti3="170",あるいはhundα"〃
seofon"""hundseofonti3="177"．かくして,hund-seofonta(あるい
は-ti3)は"170$$とは理解され得ないだろう．」'8
このように,,,und"(adhika-あるいはand等)を用いることによって掛
け算ではないことを明示する方法は，先に引用した例からも明らかであ
る．例えば古高ドイツ語では， 153を表現するのに，「オットフリート」
では肋γ"S〃"わ〃た"た昭…0"〃肋"(Otf.V.13,19f.)(3×50+3),「タ
ツイアーン」ではze"e"z囎加〃方城囎加〃伽伽(Tat.237,3)(100+
50+3)と表現している． これに対し， ラテン語は簡潔に“"加加伽加
9"αgj"〃"es(Joh.21,11)(100．50．3)と表現している．
また，後期中高ドイツ語以降の例でも，以下のように1335（日）を表
すのに,M版は例外としても，その他の版ではすべて，今日の我々の感
覚からすると不必要と思われる箇所にまでundを挿入している（下線は
筆者による)．
C〃s"脈αγj〃"〃〃ひればり"”たり"αα油"tage
W〃"sg"/‘加j〃"昨γt〃"α〃〃iﾉ"〃形姉電tag
Lm"se"//6加肋""此〃〃"α"〃〃"αcIMss"tage
Mm"Sc"た"‘舵y〃"〃γ/g"･苑館"〃･tagen
Z zzse"‘α〃〃"〃γt〃"‘〃"がり""""7@yss*tag
Em"se"ttag〃惣加"〃〃〃"α〃"〃"αz"α加彪葱
(Dan.12,12)
上例をよく見ると, L版とE版は1000と300との間に斜線(Virgel)を
挿入していることに気付く．勿論， ここでも朗読の際の息つぎの段落と
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も考えられるが， まだこの時代には他の版のように続けて書いてしまう
と，掛け算と誤解される恐れがあるので，敢えて区切ったのではなかろ
うか． また，現代語ではtausenddreihundertfiinfunddreiBigのように続
けて書くのが普通である力ざ，逆に続けて書くということで誤解を防いで
いるようにも思われる． この問題は正書法とも大いに関係するので，槁
を改めて考えたい．
以上の考察から,undを挿入することにより,掛け算と明白に区別され
る， ということが理解できよう．
6．英語
英語史では，次のような時代区分をするのが普通である'9．
古英語(OldEnglish) 約700～1100年
中英語(MiddleEnglish)約1100～1500年
初期近代英語(EarlyModernEnglish)約1500～1700年
近代英語(ModernEnglish)約1700年以降
古英語時代の代表的作品である「ベーオウルフ」 （8世紀頃成立）にお
ける数詞を調べてみたところ， 「21｣のような数は1例も確認できなかっ
た． しかしな力ぎら， 1から19までの数については〃iW@215(1582f.),
伽e"12(3165)のように，現在とほぼ同じ表現をしているものの他に，
.xii.,xv.などのように，ローマ数字を用いて表現している例が4例あ
る20．
一般に，古英語では現代ドイツ語と同様， 「1位and10位」(3nond
twentig)という語順である21.
中英語では，チョーサー(G.Chaucer)の「カンタベリー物語」
（1387～1400年）から引用する．
1．脚"eα"α卿e"ty(S.8)29(人）
2．かりgα"α伽g"秒yeer(S.62)25歳
3． degreeswasか"gα"〃ん""clombeonhighte(S.125)
45度の高さに昇って
4."i""ydayesα"""0(S.270)32日
5."e"秒degreesα"’00"(S.270)21度
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/b"胸degreesα"cioo"(S.270)41度
ladiesん"γEα"‘伽g"な(S.332)24人の貴婦人
tOん"γEα"‘伽e"tymo(S.343)24人以上もの所へ
/b"γα"‘〃g"なgrotes(S.361)24グロート
in允"γEα"‘伽g"ｵyhoures(S.442)24時間の間
thegを〃gα"‘伽g"tymansiouns(S.470)28の館
degreEs岬"gα"‘伽g"な(S.537)29度
"y"g妙α"α〃y"erightfulmen(S.583)99人の正しい人
????????????????
13例中9例（1.,2.,3.,7.,8.,9.,10.,11.,12.)，つまり約7割がoneand
twentyタイプの表現をしている．一方，残りの3割はtwentyandone
タイプなので， この時代には古英語以来のoneandtwentyという古い
タイプ°の勢力が依然として強いものの，新しいtwentyandoneタイプ
が現れ， その二つ力:併存していた， と言えよう．なお， 中尾によれば，
twenty-oneというタイプ°の語順は，中英語末まで現れない，という22.
初期近代英語の例として，先ず初めにシェイクスピア（1564～1616）
を取りあげたい．
フランツは『シェークスピアの英語jの中で，以下のように述べてい
る． 「二種の上述の数え方（筆者注:oneandtwenty/twenty-one)のほ
かになお一つ， 1611年の聖書に知られている十位と一位との結合法力ざシ
ェークスピアにあらわれる:s"yα"α〃〃e(Troil.Prol.5VI.3),しか
しそれはまれな例外である.｣23
フランツのこの記述が正しいとすれば，チョーサーの時代に台頭して
きたtwentyandoneタイプはわずか150年を経たシェイクスピアの時代
にはほぼ消滅することになる．
そこで，彼の全作品を網羅した『シェイクスピアの完全なるコンコー
ダンス』24に基づき調査したところ，以下のような結果力罰得られた25.
Aoneandtwentyタイプ。
B twentyandoneタイプ
35例(70%)
2例 （4％）
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13例（26％）C twenty-oneタイプ
計50例
この数値から， フランツの記述は正しいことが分かる．チョーサーの
時代に現れ始めたBタイプは， シェイクスピアの時代になると，その座
を完全にCタイプに奪われている．
先のフランッの記述中の「1611年の聖書」というのは，ジェームズ1
世の命によって翻訳された『欽定英訳聖書』 (T"HひなBめん〃Zｿ'g
A""@07'iz"吻畑0"）を指しているものと思われる．シェイクスピアの
作品には韻文も多く含まれているので，彼とほぼ同時代の散文の資料を
考察するという意味で，以下にこの欽定訳の新約の四福音書(ただし｢マ
ルコ伝」には該当例なし）及び旧約の「ダニエル書」の中から当該の数
詞を引用する．
the〃"g舵α"‘〃"e(Mat.18,13)99(匹）
/b"7'Esco〃α"‘/b"7gyeeres(Luk.2,37)84歳
the〃加吻α"‘〃"e(Luk.15,4)99(匹）
""2秒α"〃〃伽giustpersons(Luk.15,7)99人の義人
んz"ty""siryeres(Joh.2,20)46年
〃γ勉α""g妙/yeeres(Joh.5,5)38年間
ﾉﾂ"gα"‘伽g""g(Joh.6,19)25
α〃〃"‘加圃α"α〃腕α"a的γ"(Joh.21,11)153
"Wesco"α"""oyeereold(Dan.5,31)62歳
"Wesco〃α"α伽oweekes(Dan.9,25)62週
intheん"”α"団加g""g"idayofthefirstmoneth(Dan.10,4)
1月24日に
0"gα"α伽g"舵.dayes(Dan.10,13)21日間
the"0"sα"α肋形g〃"6伽‘α""/ﾂ"gα"‘妨加"dayes
(Dan.12,12)1335日
??????????????????????
??
????
2., 9., 10ではscore(×20)を用いて,20進法で表現している．これ
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I
らの表現は現代フランス語のquatre-vingts80[4(×)20],quatre-vingt
-dix90[4(×)20(+)10]等を想起させる.
意外にも7．， 11．， 12．， 13．を除き，他は全てBタイプである．これら
の資料からだけでは断定できない力欝，少なくとも欽定訳聖書の中ではシ
ェイクスピアでは例外的な存在であったBタイプ°は比較的頻繁に現れ，
むしろ現代英語式のCタイプの方が例外である， と言えよう．
また，先に考察した古高ドイツ語の「タツィアーン」や中高ドイツ語
の「ニーベルンケンの歌」においても， このBタイプは極めてまれであ
った事実と考え合わせれば, Bタイプは欽定訳聖書においては例外的に
頻繁に現れる， と言えるのではなかろうか．
散文である聖書と韻文を多く含んだ文学作品とでは， そもそも数詞の
表記方法も異なって当然なのかもしれない． しかし， これらのほぼ同年
代の資料は，依然として古英語以来のAタイプカざ根強〈存続し，かつ他
の2タイプも併存している， ということを示している． ドイツ語では既
に中高ドイツ語の終り （14世紀中葉）には古典語以来の表現方法が定着
したのに対し，英語では初期近代英語の時代に入ってもなお3タイプが
併存している．両者の相違は4章で考察した後期中高ドイツ語以降の例
と本章の例とを比べてみれば， その差は一目瞭然である．大塚によれ
(X26,Aタイプは18世紀頃まで使われていたという．
そこで，大塚のこの指摘を検証すべく， 18世紀へと時代を下りたい．
先ず， アディソン(J.Addison) とスティール(R.Steele)の共同発
行による日刊紙『スペクテーター』 （1711～12,1714年）には，以下のよ
うなAタイプが見られる．
ん"γα"臥加g"tyLetters(S.176)24通の手紙
だ"eα"‘伽吻Years(S.241)35歳
フィールディング(H.Fielding)の『トム･ジョーンズ』(1749年）て
は，以下のようにl.(Bタイプ。),11.(Aタイプ）を除き，他は全てC
タイプカゴ用いられている．
1.thesagedameofJMy-α""-jﾂ"e(S.10)45歳の賢婦人
2．伽吻-/；"gyearsofage(S.23)35歳
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伽e"ty-/b"γhours(S.40)24時間
加g"な-/b"γhours(S.212)24時間
theageof"e"な弧ひe(S.310)25歳
theageof"g""-0"e(S.310)21歳
加g"ｵya/iﾌ"γhours(S.352)24時間
伽e"秒プb"γhours(S.481)24時間
加g"秒-b"γhourS(S.481)24時間
伽g"な-/b"γhours(S.568)24時間
s跳一α""-"g"な(S.597)26
??????????????????
さらに時代を下り，ボズウェル(J.Boswell)の『サムエル･ジョンソ
ンの生涯j (1791年）からは，以下のような結果が得られた27.
8例（21.1％）
0例 (0%)
30例(78.9%)
Aoneandtwentyタイプ
B twentyandoneタイプ
C twenty-oneタイプ
計38例
上述の通り，大塚はoneandtwentyタイプは「18世紀頃まで」使用
されていた， と述べている． しかし， これらの数値からさらに限定を加
え， このAタイプは少なくとも「18世紀末まで」は存続していた，と特
徴づけできるのではなかろうか．
かくして， これらの考察を進めれば，次のことが言えようか．即ち，
古英語（約700～1100年）の時代にはoneandtwentyタイプが用いられ
ていた．中英語（約1100～1500年）の時代になるとtwentyandone"
イプが現れ始め，さらに中英語末にはtwenty-oneタイプが現れる．この
3タイプは以来約3世紀に亘って併存し続け，漸く18世紀末にtwenty
-oneタイプが定着する．
古英語から中英語へと移行する英語史の流れの中で，英語は「古英語
の綜合的(synthetic)言語から中英語の分析的(analytic)言語へと大き
く変化した」 （中尾1979年10ページ)はずである力曾，殊に数詞に関し
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」
ては初期近代英語になってもまだその変化の黎明期であった．
7．ケルマン系・スラヴ系諸言語
さて， ここで共時的観点からケルマン系及びスラヴ系諸言語における
数詞を概観しておきたい．先ず， ドイツ語，英語以外のケルマン系諸言
語における数詞から考察を始める．
オランダ語 :66nentwintig(en=und)
デンマーク語 :enogtyve(og=und)
スウェーデン語 :tjugoen(共性),tjugoett(中性)(tjugo=20)
ノルウエー語 :enogtyve(en=1,og=und,tyve=20)
tjueen(tjue=20,en=1)
アイスランド語 :tuttuguog*einn(og=und)
古アイスランド語:tuttuguogeinn,einnogtuttungu
*ogはokとなることもある．
オランダ語及びデンマーク語では，現代ドイツ語式の言い方である．
ただしデンマーク語では， 50から90までの数は20進法によって以下のよ
うに表される28.
50(halvtredsindstyveの略)2-昔×20halvtreds
tres 60(tresindstyveの略)3×20
halvfjerds70(halvfjerdsindstyveの略)3号×20
firs 80(firsindstyveの略)4×20
90(halvfemsindstyveの略)4告×20halvfems
告はenhalv,1舌はhalvanden(anden=zweit)と表現する．つまり，
1告は「二つ目の半分｣，2告は「三つ目の半分」 (tred<tredie=dritt)
の如く表される．なお, 50から90までの語に現れるsindは「掛ける」を
意味する．従って， 51はenoghalvtredsの如く表される．
スウェーデン語では,性によって語形に違いがあるものの,undに当た
るochを用いず，現代英語のtwenty-oneのような言い方をする．
ノルウェー語では， 1951年にtjueen21(20．1),tjueto22,tjuetre23
のような現代英語式の言い方力：導入され，現在はこの新タイプと旧タイ
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プのenogtyve21(1+20),toogtyve22,treogtyve23のような現代ド
イツ語式とが併存している．しかし,依然として旧タイプの方を好む人々
が多勢である29．
古アイスランド語（約800年～15世紀）では，「加算的」及び「減算的」
な言い方があったが，現代語では一般に「加算的」な言い方しかなく，
以下のように最後の数の前にog(und)力ざ入る30.
hundra6ogprirlO3;eittpdsundogtuttugulO20
現代ドイツ語では103をhundertdreiのように,undを用いずに表現す
る力罫，アイスランド語ではここにもogを挿入している点が興味深い．
以上のことから，ケルマン系の言語においてはeinundzwanzigタイプ°
の言い方が極めて多く， ノルウェー語のような併存型も存在するが，
twenty-oneタイプは少ない，と言える．
さて，次にスラヴ系の言語を考察する．東スラブ語からロシア語， ウ
クライナ語を，西スラブ語からチェコ語，ポーランド語を，南スラブ語
からブルガリア語を考察の対象とする．
ロシア語：瓜BamlaTbo"H(男性)(20．1)
,mBa,瓜naTbO,mHa(女性）
,mBa,瓜IIaTbOnH6(中性）
,IBa,瓜naTbO,ⅡH面（複数形，性は問わず）
ウクライナ語： ,瓜BaXUHTbO,mH(男性)(20．1)
,IBa瓜nHTbO,IHa(女性）
,mB"IIHTbonH6/oXH6(中性）
,mBa瓜皿HTbO,mHi(複数形，性は問わず）
チエコ語:dvacetjeden(男性)(20．1)
dvacetjedna(女性）
dvacetjedno(中性）
ポーランド語:dwadziegciajeden(男性)(20．1)
dwadziegciajedna(女性）
dwadziegciajedno(中性）
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?????? ??? ???????????????????????? (男性)(H=und,20+1)
(女性）
(中性）
(複数形，性は問わず）
??????????????? ????
ロシア語の1及び2には性がある．1には上記のように四つの形があ
り， 2には且Ba(男・中性),nBe(女性）の二つの形がある． 3以上に
は性による区別はない．
数詞と格との関係は， 1の後では単数主格， 2， 3及び4の後では単
数生格， 5以上の数詞の後では複数生格となる． 「21」のような数では，
以下のように最後の数詞の要求に従う3'．
，ⅡBa皿naTbomiHnoM21軒の家（男性）
"Ba,瓜UaTbonHaKHiir21冊の本（女性）
nBa,ⅡnaTbo,mH6nHcbM621通の手紙（中性）
＊名詞は単数主格形．
"Ba瓜naTbnBan6M 22軒の家
"Ba1naTb4BeKHirH22冊の本
nBa及皿aTb,mBanHcbMa22通の手紙
＊名詞は単数生格形．
4BanUaTbnHTb,moM6B25軒の家
,nBa,muaTbnHTbKHfir25冊の本
"Ba1uaTbnHTbniiceM25通の手紙
＊名詞は複数生格形（ただし，数詞は変化しない)．
特定の数詞や性･格において， さまざまな規則ｶぎあるものの,｢21」の
ような数詞は現代英語と同様，桁順に並べるだけでよい．
ウクライナ語では， 1及び2には性ｶぎあり，1には上記のように五つ
の形がある． 2には瓜Ba(男・中性),，ⅡBT（女性）の二つの形力:ある．
数詞も名詞と同様， その格に応じて変化する32．「21」のような数に関し
ては現代英語式である．
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チェコ語では， 1及び2には性があり，1には上記のように三つの形
があり， 2にはdva(男性),dvE(女・中性）の二つの形がある．数詞
と格との関係は，数詞も格変化するために， 1から4までの数詞は，後
続の名詞と「数．格」で一致し，性も区別があれば一致する． 5から20
では，名詞は主格・対格で複数生格に， その他の格では数詞と同じ格に
立つ33．「21」のような数に関しては現代英語式である．
ポーランド語では， 1及び2には性があり,． lには上記のように三つ
の形があり， 2にはdwa(男・中性),dwie(女性）の二つの形がある．
数詞と格との関係は， 1の後では単数主格になるが， 2 ． 3 ． 4の後で
は複数主格， 5以上の数詞の後では複数生格になる． 「21｣のような数に
関しては現代英語式である34．
ブルガリア語では， 1と2には性があり，上記のように1には四つの
形があり， 2にはⅡB白(男性),nB6(女･中性)の二つの形がある.｢21」
のような数詞はH(und)を用いて20+1のように表す35.
以上の考察から， スラブ系の言語では，ブルガリア語のように「21」
をH(und)を用いて20+1と表現したり，ま 性や格においてさまざま
な規則があるものの，殊に｢21｣に関しては一般的にtwenty-oneタイプ°
であると言える．
先に考察したケルマン系言語とスラヴ系言語とを比較すれば，前者に
は現代ドイツ語式が多く，後者には現代英語式が多い， と言えよう．
8． まとめ
さて,ここで本稿の冒頭に挙げた学生からの質問に解答しておきたい．
先ず，通時的見地からすれば，以下のことが言えよう．
古高ドイツ語の時代（約750～1050年）には，ギリシャ語，ラテン語等
のいわゆる古典語の時代の遺物がほぼそのまま受け継力ぎれた.その結果，
「引き算，掛け算」等のさまざまな数え方・表現方法が存在したが，好
余曲折を経て中高ドイツ語の終わり頃（14世紀中葉）になると，現代ド
イツ語式の"einundzwanzig"｢1と20」という数え方が主流となった．言
い換えれば， ざまざまな数え方や表現方法の中から， この数え方がギリ
シャ・ラテン語の時代から現代に至るまで受け継がれているのである．
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一方,"und"に関して言えば,掛け算でないことを明示するという理由
から挿入し， それがいつの間にか定着し，受け継がれたと考えられる．
他方，英語に関して言えば，古英語（約700～1100年）の時代にはone
andtwentyタイプが用いられていた．中英語（約1100～1500年）の時代
になるとtwentyandoneタイプカゴ現れ始め，さらに中英語末には
twenty-oneタイプカゴ現れる．この3タイプ･は以来約3世紀に亘って併
存し続け，漸く18世紀末にtwenty-oneタイプが定着する．つまり，言語
史に即して言えば，英語でtwenty-oneという言い方が定着するように
なったのは，ごく最近のことなのである．従って, ｢,,einundzwanzig$!を
なぜ日本語・英語式に読まないのか」という質問中の「英語式」は誤り
で，厳密には「現代英語式」と訂正するべきであろう．
次に，共時的見地からすれば，以下のことが言えよう．
ドイツ語を英語やフランス語と比較すれば，英語式に簡素化・合理化
の道(aengl.anondtwEnti倉→engl.twenty-one)も， フランス語式
に迂言的な道(afrz.setante[70],uitante[80],nonante[90]-､
frz.soixante-dix[60(+)10],quatre-vingts[4(×)20],quatre
-vingt-dix[4(×)20(+)10])36もとらず，頑に伝統的な読み方を受け継
いだという点に， ドイツ語の保守性が見い出せるのではなかろうか．
しかし，他のケルマン語やスラブ語も視野に入れると， このような特
徴づけは適切ではない．上述の通り， 「21｣に関しては，ケルマン語には
現代ドイツ語式が多く， スラブ語には現代英語式が多い． このことは，
取りも直さず数詞に関してはケルマン語の方に古い表現が残っている，
ということに他ならない． なぜなら，英語では3タイプ力欝併存した時期
もあった力罫,oneandtwentyタイプ。力欝最も古く，次いでtwentyandone,
そして最後にtwenty-oneという順序で現れてきたからである．
いずれにせよ，格の数や語順などに印欧語の伝統を強く残している保
守的なスラブ語ｶぎ，殊に数詞に関してはそうではなく， ドイツ語，オラ
ンダ語，デンマーク語， ノルウェー語，アイスランド語の方に古い形が
残っているのは興味深いことである． さらに，ケルマン語の中で最も革
新的な英語においてさえ, twenty-oneタイプが現れてから定着するま
でに約300年を要したことを想起すれば,殊に数詞に関しては，伝統的な
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読み方を受け継いだという点に， ドイツ語のみならず，むしろケルマン
語の保守性力ざ見い出せるのではなかろうか．
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なお， スイスのフランス語，ベルギーのワロン語(Wallonisch)では今日で
もなおs"""/g[70],加加"je[80],"0"α"た[90]という形を用いて
いるという．
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UberdasZahlwortimDeutschen
--hauptsachlichbeizuSammengesetztenZahlen
wiee〃""ぬ〃α"z噌一
HirokazuKUROSAWA
InderZahlungdesZahlwortsweistjedeSpracheEigentiimlich-
keitenauf.ImDeutschendiirftediesfiirdiezusammengesetzten
Zahlenabe"""虎”α"z"gelten.EinStudentstelltemireinmaldie
Frage:"WarumsprichtmanimDeutschen21alse"""ぬ"α"z"(1
und20),wahrendmanimJapanischen""/c"undEnglischen"g"ｵy-
one(20．1)sagt?"
AufdieseFragezuantwortenisteinerseitseinewichtigeAufgabe
fiireinenDeutschlehrer,dennmitsolcheninteressantenterlin-
gualenVergleichenkannderStudentzumErlernenderdeutschen
Sprachemotiviertwerden.AndererseitsistesfiireinenForscherein
interessantesThema,dasspezielleinemDeutschalsFremdsprache
Lernendenauffallt,weilselbstindenau fUhrlichenGrammatiken
wenigBeschreibungeniiberdasZahlwortexistieren.Bisherhabendie
meistenForschernurdiemorphologischenProblemeinden
Mittelpunktgeriickt.
ZurProbeschlageichzusammengesetzteZahlenineinschlagigen
GrammatikenundzweisprachigenW6rterbiichernderklassischen
Sprachen,AltgriechischundLatein,nach;esisterkennbar,daBes
dieseZahlungbereitsindiesenSprachengibt.
DervorliegendeAufsatzbezweckt,dieseeinfacheFragevom
diachronischenundsynchronischenGesichtspunktauszubetrachten.
DabeithematisiereichzweifolgendePunkte:
1． SeitwannungefahrzahltmanimDeutschenaufdieseWeise？
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2.Warumbenutztman〃"αzurVerbindungvonEinerundZehner？
WirkommenzufolgendemErgebnis:
InderalthochdeutschenZeit(ca.750～1050)iibernimmtmanUber-
resteausdenklassischenSprachen.SogibtesdamalseinigeAus-
drUckewieSubtraktionundMultiplikation.ImVer aufderZeit,
spatestensamEndedermittelhochdeutschenZeit(d.h.biszurMitte
desl4.Jh ),nimmtderAusdrucke"""ぬ"α"z"einewesentliche
Stelleein.MitanderenWorten:VoneinigenanderenVarianten
abgesehen,haltdasDeutschebiszurGegenwartandieserAusdrucks-
weisefest.
InBezugaufdieEinschaltungvon〃"aistfolgenderGrundan.
zugeben:Manbenutzte〃"α,umdiezusammengesetztenZahlenvon
derMultiplikationzuunterscheiden.
InBezugaufdasEnglischebenutztmaninderaltenglischenZeit
(ca.700～1100)den,,0"gα"α伽e"ty"-Typ.Indermi telenglischen
Zeit(ca.1100～1500)trittder,,"e"tyα"αo"g"-Typauf.Und
schlieBlich,amEndedieserZeit,der""e"ty-0"g"-Typ.Seitdann
benutztmandiedreiTypennebeneinander,erstamEndedesl8.Jh.
setztsichder""2"ty-0"e"-Typdurch.
EineweitereUntersuchungiiberdasZahlwortindengermanischen
undslawischenSprachenbringtunszufolgendemErgebnis:
WahrenddiegermanischenSprachengr66tenteilsden.,ei""""-ウフ
z”α"zg"-Typannehmen,ehmendieslawischenSprachenden
"畑e"秒-0"el4-Typan,wobeiimBulgarischender,,"g"ｵyα"’O"g"-
Typgebrauchtwird・SosindinBezugaufdasZahlwortdieersteren
konservativeralsdieletzteren.
DasDeutschehaltalsobeharrlichandertraditionellenZahlung
fest,wahrenddasEnglischeeinenvereinfachendenundrationalisie-
renden(aengl."0刎伽伽轌→engl."e"〃0"e),dasFranz6sische
einenumschreibendenWeg(afrz.se""た[70],〃伽""[80],"0"α"花
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[90]→frz.so伽"〃""[60(+)10],〃α純一"j昭だ[4(×)20],
9"α純一zﾉ加g/-""[4(×)20(+)10])einschlagt.Ubrigenshatman
heuteauchnochimSchweizerfranz6sischundimWallonischen(Bel-
gien)dieForms妙如"彪加伽"たund"0"α"花．
●●
DiedeutscheUbernahmederZahlungabe伽""ぬz(ﾉα"zgausden
klassischenSprachenkannmansomitfiireinenarchaischenZugdes
Deutschenhalten.
ZiehtmanjedochdieanderengermanischenSprachenunddie
slawischenSpracheninBetracht,miiBtemanzusammenfassen:
DieVerbreitungderZahlungabe伽""ぬ"α"z"kannmansomitfiir
einenarchaischenZugnichtnurdesDeutschen,sonde nauchder
germanischenSprachenhalten.
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